
　

利
根
中
央
診
療
所
開
設
か
ら
60
周
年
を
迎
え
た
２
０
１
４
年
度
の
第
38
回
通
常
総

代
会
が
６
月
21
日
（
土
）、
ホ
テ
ル
ベ
ラ
ヴ
ィ
ー
タ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
７
月
の
新
病
院
竣
工
に
向
け
て
組
合
員
・
職
員
と
地
域
住
民
の
総
力

を
あ
げ
て
と
り
く
む
事
業
計
画
や
予
算
決
定
な
ど
、
す
べ
て
の
議
案
が
賛
成
多
数
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
に
な
る
か
を
考
え
ね
ば
な
ら

な
い
▼
い
ま
、
認
知
症
の
行
方
不

明
者
が
1
万
人
を
超
す
と
い
う
。

筆
者
の
父
親
が
80
歳
を
過
ぎ
村
中

を
徘
徊
し
て
い
た
の
が
15
年
前
で

あ
っ
た
。
そ
の
時
か
ら
今
を
予
想

す
べ
き
で
あ
っ
た
の
だ
▼
高
齢
化

社
会
は
ま
す
ま
す
進
行
し
、
独
居

老
人
の
増
加
と
共
に
、
夫
婦
に
し

て
「
老
々
介
護
」
や
「
認
々
介

護
」
が
あ
た
り
ま
え
に
な
っ
た
。

隣
近
所
も
公
園
も
、
老
人
が
多
数

派
で
子
供
は
少
数
派
で
あ
る
。

「
多
死
社
会
」
も
そ
の
現
象
の
一

つ
で
あ
る
▼
利
根
沼
田
地
域
で

は
、
産
科
医
の
減
少
で
周
産
期
医

療
の
中
核
で
あ
る
利
根
中
央
病
院

の
お
産
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。

高
齢
出
産
が
増
え
、
産
科
医
や
安

全
な
分
娩
体
制
が
要
求
さ
れ
る
時

代
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
で

あ
る
。
こ
れ
で
は
若
者
は
地
域
に

帰
れ
な
い
▼
医
療
・
介
護
・
福
祉

も
無
駄
使
い
の
元
凶
と
さ
れ
、
病

院
・
病
床
は
削
減
。
52
万
人
と
も

い
わ
れ
る
待
ち
人
の
多
い
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
や
老
人
保
健
施
設

の
新
増
設
は
認
め
な
い
。
こ
れ
ら

が
堂
々
と
ま
か
り
通
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
地
域
住
民
の
声
や
目
線

を
重
視
し
た
県
政
や
市
政
を
望
む

の
も
当
然
で
あ
る
▼
当
面
、
利
根

保
健
生
協
の
介
護
・
福
祉
面
の
要

求
と
し
て
、
第
一
に
病
院
移
転
後

の
跡
地
を
活
用
し
て
高
負
担
の
な

い
誰
に
で
も
入
れ
る
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
新
設
、
第
二
に
「
老

健
と
ね
」
の
認
知
棟
50
床
の
増
床

を
、
利
根
沼
田
地
区
の
保
健
計
画

の
中
に
認
め
さ
せ
る
運
動
を
早
急

に
起
こ
そ
う
で
は
な
い
か
。（
都
）

　

日
本
の
総
人
口
は
１

億
人
を
切
り
、
老
人
ば

か
り
の
世
に
な
る
か
、

若
年
人
口
の
比
率
が
今

一人は万人のために 万人は一人のために

鼻と口は命の入口です。「あいうべ体操」（６月号で紹介）で口の周りの筋肉を鍛えて鼻呼吸をしましょう。

（１） 第538号2014年７月１日（毎月1回1日発行）

第38回通常総代会　全議案を採択

総
力
を
あ
げ
た
と
り
く
み

第 38 回 通常総代会

全
体
討
論

地
域
の

積
極
的
な
発
言

ま
ち
づ
く
り

表 彰

利根保健生活協同組合
〒378−0053  沼田市東原新町1861番地1
☎0278（22）6060　  FAX（22）6262
利 根 中 央 病 院
利 根 歯 科 診 療 所
介護老人保健施設とね
とね訪問看護ステーション
と ね 診 療 所
生 協 み な か み 歯 科
片 品 診 療 所

☎（22）4321
☎（24）9418
☎（22）8855
☎（23）3706
☎（24）1202
☎（25）3399
☎（58）3910

事業所

利根保健生協　2014 年５月現勢

生 協 組 合 員・・・・・・・・・・・・27,902 人
出 資 金 額・・・・1,390,147,000 円
平均出資金額・・・・・・・・・・・・・49,822 円

理事30名　監事3名　総代204名　班長1,414名

http://www.tonehoken.or.jp/tonehoken-kumiai/
ホームページアドレス

発　行　人　山 田 忠 夫　　　編集　「利根の保健」編集委員会
発行部数　22,000　　　　印刷　有限会社コトブキ印刷

　

総
代
２
０
４
人
（
う
ち
書
面
議

決
55
人
、
委
任
2
人
）、
職
員
等

含
め
全
体
で
３
４
１
人
が
参
加
し
、

西
村
益
美
、
太
田
ヒ
サ
子
両
総
代

の
議
長
で
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
の
横
山
公
一
沼
田
市
長

（
代
理
・
高
山
恭
昭
健
康
福
祉
部

長
）
と
群
馬
県
生
活
協
同
組
合
連

合
会
の
梅
澤
義
夫
副
会
長
か
ら
、

激
励
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

議
案
提
案
と
補
足
説
明
を
受
け

て
「
胆
石
治
療
等
医
療
内
容
の
向

上
で
経
営
改
善
を
」「
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
建
設
計
画
の
進
捗

と
、
社
会
福
祉
法
人
の
設
立
準
備

は
。
利
根
沼
田
の
市
町
村
に
介
護

施
設
建
設
の
申
し
込
み
は
し
た

か
。
生
協
と
連
携
し
た
社
会
福
祉

法
人
で
経
営
す
る
特
養
を
片
品

診
療
所
に
併
設
で
き
な
い
か
」

「
経
営
困
難
の
中
で
新
病
院
建
設

に
不
安
が
あ
る
」「
外
来
の
待
ち

時
間
対
策
」「
60
周
年
記
念
に
関

す
る
一
支
部
一
企
画
の
財
政
支
援

と
は
」「
教
育
文
化
費
と
貸
倒
引

当
金
の
中
身
」
に
つ
い
て
な
ど
多

く
の
質
問
・
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
補
足
発
言
と
し
て
「
新

治
支
部
で
は
３
年
間
か
け
て
話
し

合
い
を
し
て
き
た
。
役
員
探
し
な

ど
の
苦
労
も
あ
り
挫
折
の
時
期
を

の
り
こ
え
、
こ
の
総
代
会
以
降
は

猿
ヶ
京
・
須
川
・
新
巻
の
三
支
部

で
の
活
動
が
始
ま
る
」
と
、
林
支

部
長
か
ら
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動

を
す
る
た
め
の
支
部
分
割
の
報

告
。
新
病
院
モ
デ
ル
ル
ー
ム
見
学

班
会
に
参
加
し
た
感
想
と
し
て

「
患
者
・
医
療
者
と
も
に
使
い
や

す
い
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
。
ぜ

ひ
、
皆
さ
ん
も
見
学
班
会
に
参
加

し
、
話
を
聞
き
、
意
見
を
言
い
ま

し
ょ
う
」
と
、
新
治
支
部
の
河
合

総
代
。
職
員
か
ら
「
看
護
部
独
自

の
接
遇
目
標
を
作
り
掲
示
を
し
、

個
人
目
標
を
立
て
て
い
る
。
課
題

も
残
っ
て
い
る
が
、
ご
指
摘
・
指

導
を
」
と
看
護
部
で
の
接
遇
改
善

の
と
り
く
み
が
報
告
さ
れ
、
討
論

が
深
ま
り
ま
し
た
。

　

原
田
富
夫
専
務
理
事
よ
り
、
今

年
は
創
設
60
周
年
の
年
。
利
根
沼

田
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
す

る
新
病
院
建
設
と
な
る
。
成
功
を

め
ざ
し
て
歴
史
を
学
び
、
地
域
と

の
連
携
を
す
す
め
る
中
で
組
合

員
・
職
員
が
ど
う
向
き
合
う
か
が

大
き
な
カ
ギ
と
な
る
一
年
。
２
０

１
３
年
度
は
、
理
事
会
の
各
委
員

会
に
支
部
運
営
委
員
が
参
加
し
、

さ
ら
に
組
合
員
と
一
体
と
な
っ
た

活
動
が
広
が
っ
た
。
経
営
状
況
が

き
び
し
い
な
か
、
介
護
施
設
の
着

工
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
経

過
を
含
め
、
前
年
度
活
動
の
ま
と

め
と
新
年
度
方
針
の
議
案
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
２
つ
の

補
足
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

片
山
病
院
事
務
長
か
ら
は
「
か

か
り
や
す
さ
の
追
求
」
と
し
て
、

内
科
待
ち
時
間
軽
減
、
断
ら
な
い

救
急
、
接
遇
改
善
の
実
践
に
よ
る

経
営
改
善
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
チ
ー
ム
医
療
が
で
き
る
総
合
病

院
機
能
の
強
み
な
ど
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
新
病
院
建
設
委
員
長
の

河
内
英
行
医
師
か
ら
は
、
こ
の
間

の
建
設
の
進
捗
と
「
総
力
を
あ
げ

て
夢
を
か
た
ち
に
」
と
呼
び
か
け

が
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
内
に
新
病

院
の
模
型
と
進
捗
状
況
の
写
真
が

展
示
さ
れ
、
実
際
に
見
て
も
ら
う

こ
と
で
期
待
が
高
ま
り
ま
し
た
。

支
部
表
彰
　
※
敬
称
略

【
組
合
員
ふ
や
し
】

沼
田
東
（
児
玉
洋
明
）

沼
田
西
（
小
池
よ
し
子
）

高
山
（
林
公
三
郎
）

【
班
会
開
催
】

沼
田
東
（
児
玉
洋
明
）

薄
根
（
金
子
幸
子
）

月
夜
野
東
（
小
林
一
義
）

【
担
い
手
づ
く
り
】

月
夜
野
東
（
小
林
一
義
）

班
表
彰

【
班
会
】

材
木
町
11
、
東
原
・
西
原
新

町
、
薄
根
町
10
︱
2
、
鍛
冶

町
10
、
井
土
上
町
、
高
戸

谷
、
菅
沼
、
真
庭
・
政
所
、

橋
下
・
橋
上
、
町
組
、
須
川
、

須
川
十
二
河
原
、
糸
井
中
宿

【
趣
味
・
サ
ー
ク
ル
活
動
】

元
気
に
歩
こ
う
会
、
虹
の
会

模
範
活
動

川
田
支
部

「
た
ま
り
場
の
開
設
」

月
夜
野
東
支
部

「
毎
月
の
支
部
運
営
委
員
会

　

開
催
・
出
資
者
割
合
46
％
」

新
治
支
部
「
支
部
分
割
」

1,202人から
2,754坪（11,016万円）

一坪増資運動
（2014年６月23日現在）

　

生
協
の
表
彰
規
程

に
基
づ
き
、
２
０
１

３
年
度
優
秀
活
動

（
支
部
・
班
）、
他

の
模
範
と
な
る
活
動

を
表
彰
し
ま
し
た
。

（
カ
ッ
コ
内
は
２
０
１

３
年
度
支
部
長
）

新治支部
林　和枝 総代

新治支部
河合京子 総代



利 根 の 保 健

虫歯、歯周病は自覚しにくい病気です。かかりつけの歯科医院でぜひ定期チェックをしましょう。

（２）第538号2014年７月１日（毎月1回1日発行）

　

理
事
会
平
和
・
社
保
委
員
会
は

「
利
根
保
健
生
協
創
立
60
周
年
企

画
・
第
１
回
社
保
学
校
」
を
５
月

23
日
（
金
）
に
開
催
し
た
。

　

今
年
の
３
月
末
に
、
年
金
者
組

合
利
根
支
部
（
利
根
保
健
生
協
組

合
員
・
職
員
も
含
む
）
48
人
が
福

島
県
（
広
野
、
楢
葉
、
富
岡
町
）

へ
「
原
発
被
害
・
大
震
災
視
察
の

旅
」
に
行
っ
て
見
た
こ
と
の
報
告

　
「
と
ね
診
療
所
」は
と
ね
在
宅
総

合
セ
ン
タ
ー
の
一
階
に
あ
る
診
療

所
で
す
。
内
科
と
外
科
の
外
来
診

療
及
び
各
事
業
所
と
連
携
し
た
在

　

健
診
を
受
け
る
際
は
特
定
健
診
受
診
券
と
保
険
証
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
加
入
し
て
い
る
保
険
制
度
に
よ
っ
て
費
用
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

お
手
元
の
受
診
券
を
ご
参
照
下
さ
い
。

　

特
定
健
診
を
ご
希
望
の
方
は
事
前
に
片
品
診
療
所
（
☎
58
‐
３
９
１

０
）
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

第
１
回 

社
保
学
校

待
ち
時
間
短
く
、臨
機
応
変
で
好
評
！

宅
療
養
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
長
坂
医
師
の
診
療
枠

が
増
え
ま
し
た
。
静
か
な
環
境
で

安
心
し
て
診
療
が
受
け
ら
れ
ま

れ
て
い
る

方
へ
の
訪

問
診
療
を

行
っ
て
い

ま
す
。

　
「
新
病

院
は
遠
く

な
る
か
ら

通
え
な

い
。」と
心

配
さ
れ
て
い
る
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
通
院
が

大
変
な
方
の
一
般
診
療

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
医

師
を
増
や
し
て
診
療
所

を
拡
充
し
て
い
き
ま
す

の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　

利
用
者
か
ら
も
、
待
ち

時
間
が
短
く
、
臨
機
応
変

で
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

①
対
象
と
な
る
方

　

・
要
介
護
度
（
１
～
５
）
の
認
定
者

　

・
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

②
利
用
料
金

　

・
走
行
距
離
１
㎞
あ
た
り
１
２
０
円

③
利
用
に
つ
い
て

・
利
用
申
込
書
の
提
出
と
利
用
登
録
が
必

要
で
す
。
登
録
後
は
利
用
希
望
日
の
２

週
間
前
ま
で
に
ご
予
約
下
さ
い
。

※
お
申
込
み
・
連
絡
先

　

利
根
保
健
生
協　

事
業
部

　
　

☎
０
２
７
８
‐
22
‐
５
０
５
０

　

受
付
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日

　
　

午
前
８
時
40
分
～
午
後
４
時
30
分

第31回 平和美術展
8月29日（金）～8月31日（日）
沼田市中央公民館２Ｆ

主　催
 　第31回利根沼田
 　平和美術展実行委員

第34回平和のための戦争展
8月8日（金）～8月9日（土）

沼田市中央公民館

内　容  利根沼田　戦没者
　　　 中国人強制連行事件
　　　 憲法をめぐる問題
主　催  第34回利根沼田平和を
　　　 語る集い実行委員会

片品役場 8時10分　 利根支所10時50分　 白沢支所14時50分
川場役場13時40分
水上支所 8時50分　 
新治支所10時10分

片品コース
川場コース
水上コース
新治コース

7月6日（日） 網の目コース

7月9日（水）メインコース

沼田公園 17時

みなかみ町役場14時30分

一歩でも二歩でも

     一緒に歩きましょう

2014年
国民平和大行進

沼田市役所8時50分～渋川市役所

６月より沼田市・みなかみ町
特定健診・後期高齢者健診をうけましょう。

申し込み 予約☎22-4321午後２時～４時

受付
時間

８時３０分、開始時間：９時
来院時：利根中央病院　健康管理科

※沼田市・みなかみ町からの受診券と保険証を持参して
ください。
※「特定受診券」がお手元にある方は、受けることがで
きます。

実施
期間 6月〜10月（月）～（土）

9月7日・10月26日の2日間

日曜特定健診

〈
沼
田
東
支
部
〉

大
河
原
一
博

〈
沼
田
中
支
部
〉

高
橋　

則
雄

〈
沼
田
南
支
部
〉

林　
　
　

守

〈
利
南
支
部
〉

星
野　
　

実

〈
池
田
支
部
〉

柳　

八
千
代

〈
薄
根
支
部
〉

生
方　

礼
子

〈
川
場
支
部
〉

斉
藤　

孝
昭

藤
木　

正
美

須
藤　

和
道

林　

か
づ
子

〈
新
治
支
部
〉

豊
田　
　

保

川
辺　

礼
次

〈
昭
和
東
支
部
〉

松
井　

正
子

〈
昭
和
南
支
部
〉

金
井　

浩
介

〈
高
山
支
部
〉

平
形　

君
代

bbbbbbbb

bbbbbbbb

bbbbbbbb

よ
う

　 

こ
そ

新
し
い
仲
間

▼
５
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
57
人
で
し
た
。（
敬
称
略
）

５
月
の

新
加
入
者

bbbbbbbbbbbbbbbb

　6月 4日・5日の 2日間で組合員さん、
歯科医師、研修医、衛生士も参加してとり
くみました！　歯科チェックも外来の待ち時
間を利用して８人の方が受けられました。

歯とお口の

健康週間の取り組み

ＷＨＯ世界禁煙デー
　6月 4日病院・片品診療所にて禁煙の啓
発を組合員さんとともにおこないました！

とね診療所
午前診療 午後

月 都築（予約制）
火 長坂（予約制）
水 都築 定期訪問診察
木 長坂（予約制）
金 長坂（第１・３・５）
都築（第２・４）

土 定期訪問診察（第３のみ）
※お問い合わせ

☎24-1202 とね診療所

片
品
診
療
所
で
も

特
定
健
診
の
受
入
れ

　
「
群
馬
県
総
合
表
彰
」
は

「
多
年
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
に
お
い
て
公
共
福

祉
の
た
め
献
身
的
に
ご
尽
力

さ
れ
た
方
の
表
彰
」
と
し
て

贈
ら
れ
、
看
護
分
野
で
の
貢

献
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

金
子
看
護
部
長
は
、
昨
年

度
の
群
馬
県
知
事
賞
も
受
け

て
お
り
、
引
き
続
い
て
の
受

賞
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
！

金子れい子看護部長が
「群馬県総合表彰」を受賞

金子看護部長

新病院での混乱を避けるため
９月より段階的に

院外処方に移行します
　

新
病
院
で
の
投
薬
は
全

面
院
外
処
方
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
病
院
内
の
薬
局
で

薬
を
受
け
取
ら
れ
て
い
る

患
者
様
は
、
病
院
外
の
保
険

薬
局
に
処
方
箋
を
持
参
し

薬
を
受
け
取
る
よ
う
順
次

移
行
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

移
行
予
定
は
以
下
の
通

り
で
す
。

移行月 対象診療科
2014年  ９月 眼科・産婦人科・麻酔科

10月 脳神経外科
11月 精神科
12月 外科

2015年  １月 整形外科
２月 泌尿器科
４月 内科

と
同
行
者
の
丹
治
杉
江
さ
ん
（
福

島
か
ら
自
主
避
難
中
）
に
よ
る
講

演
「
３
年
た
っ
た
フ
ク
シ
マ
の
現

状
」
を
語
っ
て
頂
い
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
復
興
の
遅
れ

を
目
の
あ
た
り
に
し
て
原
発
の
恐

ろ
し
さ
を
改
め
て
感
じ
た
」、「
現

地
で
生
活
し
て
い
る
人
達
の
中
で

も
立
場
の
違
い
が
あ
る
現
状
を
聞

い
た
」
と
報
告
あ
り
。
当
日
の
参

加
者
約
40
人
も
、
３
年
経
っ
た
今

も
「
復
興
」
ど
こ
ろ
か
収
拾
す
ら

見
え
な
い
福
島
の
「
今
」
と
、
被

災
者
の
人
権
を
放
置
し
、
分
断
を

謀
る
政
治
に
、
や
り
き
れ
な
さ
と

怒
り
で
涙
が
滲
み
、身
震
い
し
た
。

　

参
加
費
無
料
だ
が
「
避
難
所
生

活
の
方
へ
届
け
る
お
米
（
１
合
で

も
２
合
で
も
量
は
問
い
ま
せ
ん
）

と
カ
ン
パ
金
を
に
ぎ
っ
て
お
で
か

け
く
だ
さ
い
。」
と
し
た
。
結
果
、

米
が
１
５
０
キ
ロ
、
カ
ン
パ
は
１

万
５
千
円
、「
気
持
ち
」
は
主
催
者

の
予
想
を
超
え
た
。
福
島
へ
の
連

帯
を
ま
だ
終
わ
ら
せ
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。

米が150キロ、カンパ1万5千円

す
。

外
来
診
療

　

高
血
圧
や
高
脂
血
症
等
の
慢

性
疾
患
、
急
な
発
熱
や
感
冒
等

の
診
療
、介
護
保
険
の
意
見
書
、

予
防
注
射
等
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

定
期
訪
問
診
察

　

在
宅
や
介
護
施
設
で
療
養
さ

介
護
タ
ク
シ
ー

（
福
祉
有
償
運
送
）

7
月
1
日
よ
り
始
ま
り
ま
す



二
種
類
の
日
焼
け

　

日
焼
け
は
紫
外
線
に
当
た
る
こ

と
で
お
こ
り
ま
す
。
日
焼
け
に
は

二
種
類
あ
り
、
日
に
あ
た
っ
て
数

時
間
後
か
ら
現
れ
る
赤
い
日
焼
け

（
サ
ン
バ
ー
ン
）と
赤
い
日
焼
け
が

消
失
し
た
数
日
後
に
現
れ
、
数
週

間
か
ら
数
ヶ
月
続
く
黒
い
日
焼
け

（
サ
ン
タ
ン
）
に
分
か
れ
ま
す
。

　

サ
ン
バ
ー
ン
は
紫
外
線
で
皮
膚

に
炎
症
が
起
こ
る
こ
と
で
お
こ
り

ま
す
。
日
光
に
当
た
っ
て
数
時
間

夏
の
紫
外
線
量
は

冬
の
５
倍

　

日
焼
け
の
原
因
と
な
る
紫
外
線

の
量
は
５
月
ご
ろ
か
ら
増
え
始

め
、
６
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
最

大
と
な
り
ま
す
。
季
節
に
よ
る
変

動
が
著
し
く
、
春
・
秋
に
は
夏
の

半
分
、
冬
に
は
１
／
５
に
な
り
ま

す
。
時
間
帯
に
よ
る
変
動
も
大
き

く
、
午
前
10
時
か
ら
午
後
２
時
ま

で
に
一
日
の
半
分
以
上
の
紫
外
線

が
降
り
注
ぎ
ま
す
。
で
す
か
ら
、

紫
外
線
の
多
い
季
節
に
は
10
時
か

ら
２
時
の
時
間
帯
を
避
け
て
、
日

陰
を
歩
く
な
ど
の
工
夫
で
か
な
り

の
日
焼
け
予
防
効
果
が
期
待
出
来

る
で
し
ょ
う
。

　

晴
れ
て
い
な
い
日
で
も
油
断
は

禁
物
で
、
晴
れ
の
正
午
を
１
０
０

％
と
す
る
と
う
す
曇
り
の
日
で
は

80
％
、
曇
り
の
日
も
50
％
、
雨
天

外
線
に
は
散
乱
光
、
反
射
光

が
存
在
す
る
た
め
、
サ
ン
ス

ク
リ
ー
ン
剤
（
日
焼
け
止
め

ク
リ
ー
ム
）
や
衣
類
に
よ
る

紫
外
線
防
御
を
あ
わ
せ
て
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
衣
服

は
、
黒
く
て
、
生
地
が
厚
く
、

目
の
詰
ま
っ
た
も
の
の
方
が

紫
外
線
を
通
し
に
く
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
Ｕ
Ｖ
カ
ッ
ト

加
工
と
表
示
さ
れ
て
い
て

も
、
隙
間
が
多
い
生
地
（
メ

ッ
シ
ュ
、
レ
ー
ス
）
で
は
紫

外
線
を
防
ぐ
力
は
低
く
な
る

一人は万人のために 万人は一人のために

歯周病はさまざまな全身疾患に影響しています。毎日の歯磨きは、血管のお掃除にもつながります。

（３） 第538号2014年７月１日（毎月1回1日発行）

で
も
20
％
の
紫
外
線
量
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
地
表
の
状
態
に
よ
っ

て
は
反
射
す
る
紫
外
線
が
直
接
あ

た
る
紫
外
線
に
加
わ
り
ま
す
。
海

面
で
10
％
、砂
浜
で
10
か
ら
25
％
、

波
で
も
25
％
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
歩
道
で
10
％
程

度
の
反
射
率
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

標
高
も
１
０
０
０
ｍ
増
す
ご
と
に

10
か
ら
12
％
増
加
し
ま
す
。

　

そ
の
日
の
紫
外
線
量
や
紫
外
線

に
関
す
る
情
報
は
気
象
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
知
る
こ
と
が
出
来

る
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

気
象
庁
（
紫
外
線
情
報
分
布
図
）

http://www.jma.go.jp/jp/uv/

予
防
は
複
数
の
手
段
で

　

ま
ず
、
帽
子
、
日
傘
は
日
焼
け

を
防
ぐ
強
力
な
手
段
で
す
が
、
紫

後
か
ら
赤
く
ひ
り
ひ
り
し
た
炎
症

が
起
こ
り
、
８
時
間
か
ら
24
時
間

で
ピ
ー
ク
と
な
り
、
数
日
で
消
え

て
い
き
ま
す
が
、
ひ
ど
く
な
る
と

水
ぶ
く
れ
や
皮
む
け
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
色
白
の
人
で
起
こ
り

や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

サ
ン
タ
ン
は
紫
外
線
で
色
素
を

作
る
細
胞
が
刺
激
さ
れ
、
メ
ラ
ニ

ン
を
た
く
さ
ん
作
る
た
め
に
起
こ

り
ま
す
。
サ
ン
タ
ン
は
私
た
ち
の

体
が
紫
外
線
に
よ
る
被
害
を
防
ご

う
と
す
る
防
衛
反
応
で
す
。

山
の
駅
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
の
靄
の
中

日
の
出
前
今
日
の
始
ま
り
毛
虫
取
り

鮎
の
宿
尾
に
た
っ
ぷ
り
と
飾
り
塩

魚
の
道
足
裏
の
鮎
を
手
づ
か
み
に

畦

道
の

草
の

匂
ひ
や

風

青

し

「
な
く
て
ぞ
」
と
友
の
顔
追
ふ
蛍
狩

雨

音
の
夢

路
に
通
ふ
芒

種
か
な

夢
を
抱
き
鍬
う
ち
背
に
風
か
を
る

咎
む
る
は
母
を
忘
れ
る
夏
の
旅

リ
ハ
ビ
リ
の
道
に
な
じ
み
の
渓
う
つ
ぎ

古
民
家
は
ク
ー
ラ
ー
な
し
で
過
ご
せ
た
り

路
線
図
は
網
目
の
如
し
夕
薄
暑

沼
田
市
西
原
新
町　

小
野
ひ
さ
し

沼
田
市
西
原
新
町　

青
木　

伸
之

沼
田
市
高
橋
場
町　

生
方　

辺
秋

沼
田
市
高
橋
場
町　

永
井　

永
陽

沼
田
市
髙
橋
場
町　

片
桐　

初
恵

沼
田
市
桜
町　

名
胡
桃
董
光

沼
田
市
戸
鹿
野
町　

諸
田　
　

正

沼
田
市
上
発
知
町　

山
田
千
恵
子

沼
田
市
上
発
知
町　

田
村　

稲
雀

川
場
村
生
品　

桑
原
あ
や
子

み
な
か
み
町
師　

増
田　

耕
寿

昭
和
村
森
下　

真
下　

章
子

毒
ヘ
ビ
と
同
じ
わ
た
し
も
急
が
な
い

我
が
国
も
北
の
国
で
も
三

代

目

あ
り
え
な
い
事
例
な
ら
べ
て
民
脅
し

沼
田
市
薄
根
町　

加
瀬
田
フ
サ
ヱ

沼
田
市
薄
根
町　

宮
下　

筆
彰

沼
田
市
上
久
屋
町　

三　
　
　

歩

利根中央病院
皮膚科部長

遠 藤  雪 恵

正
し
い
知
識
で
紫
外
線
か
ら
肌
を
守
ろ
う

日
焼
け
の
対
策

　
夏
本
番
を
迎
え
、
農
作
業
に
勤
し
む
方
、
海
や
山
に

レ
ジ
ャ
ー
の
計
画
を
立
て
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。

　
さ
て
、
屋
外
の
活
動
で
気
を
つ
け
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
は
「
日
焼
け
」
で
す
。
肌
を
焼
き
す
ぎ
て
痛
く
て

眠
れ
な
い
…
…
と
い
う
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま

た
、
こ
の
日
焼
け
は
後
に
し
み
や
し
わ
と
な
っ
て
帰
っ

て
く
る
や
っ
か
い
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

い
で
し
ょ
う

　

レ
ジ
ャ
ー
で
は
高
Ｓ
Ｐ
Ｆ
、
高

Ｐ
Ａ
の
商
品
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切

で
す
が
、
水
や
皮
膚
の
脂
で
落
ち

に
く
い
こ
と
も
重
要
と
な
り
ま

す
。ま
た
、２
か
ら
３
時
間
に
一
度

塗
り
な
お
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

通
常
一
回
の
使
用
量
は
１
〜
２

グ
ラ
ム
程
度
で
す
が
、
半
分
の
使

用
で
は
Ｓ
Ｐ
Ｆ
が
数
分
の
１
に
低

下
し
て
し
ま
い
ま
す
。
使
用
量
を

守
る
こ
と
も
日
焼
け
予
防
に
は
重

要
で
す
。

重
度
の
日
焼
け
は
受
診
を

　

気
を
つ
け
て
い
て
も
、
つ
い
う

っ
か
り
日
焼
け
を
し
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
軽
く

赤
く
な
る
程
度
の
日
焼
け
の
場
合

は
、
皮
膚
を
冷
や
し
た
ぬ
れ
タ
オ

ル
な
ど
で
冷
却
す
る
と
ほ
て
り
や

ヒ
リ
ヒ
リ
感
を
緩
和
出
来
ま
す
。

化
粧
水
の
パ
ッ
ク
や
冷
感
を
与
え

る
化
粧
品
を
使
用
し
て
も
よ
い
で

し
ょ
う
。
た
だ
し
高
度
な
赤
み
、

水
ぶ
く
れ
が
み
ら
れ
た
場
合
は
、

化
粧
水
の
パ
ッ
ク
や
冷
感
を
与
え

る
化
粧
品
の
使
用
は
状
態
を
悪
化

さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
禁
物

で
す
。
な
る
べ
く
早
い
段
階
で
皮

膚
科
の
診
察
を
う
け
ま
し
ょ
う
。

　

昭
和
十
六
年（
一
九
四
一
）十
二

月
に
始
ま
っ
た
太
平
洋
戦
争
は
、

始
め
は
日
本
軍
の
優
勢
が
報
じ
ら

れ
た
が
、
や
が
て
ア
メ
リ
カ
軍
の

反
撃
が
強
ま
っ
て
き
て
い
た
。

　

昭
和
十
八
年
五
月
二
十
九
日
、

ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
の
ア
ッ
ツ

島
を
守
備
し
て
い
た
二
五
〇
〇
名

余
の
日
本
軍
兵
士
が
、
上
陸
し
て

き
た
ア
メ
リ
カ
軍
二
万
余
の
大
軍

と
戦
い
玉
砕
す
る
と
い
う
悲
劇
が

 
 
 
 

戦
争
体
験
記  

 
 

 

戦
時
下
の
学
徒
動
員
の
こ
と
⑴

図表 2. 日焼け止めクリームを選ぶ目安

図 1. 紫外線の種類と皮膚への影響
ロート製薬 HP(URL:http://www.drx-web. com/bihada/trouble/trouble03.htm) より

日常生活 レジャー用

SPF 20以上 数値の高いもの

PA PA++以上 +の多いもの

注意事項
刺激が少なく
肌にあったも
のを選ぶ

水や皮膚の油等で
落ちにくいものを
選ぶ

2〜3時間に1度塗
りなおす

み
な
か
み
町
後
閑
　
渋
谷 

　
浩 

さ
ん
（
八
十
四
歳
）

の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

日
焼
け
止
め
ク
リ
ー
ム
に
つ
い

て
で
す
が
、
国
内
の
日
焼
け
止
め

ク
リ
ー
ム
に
は
紫
外
線
の
種
類
に

合
わ
せ
た
Ｓ
Ｐ
Ｆ
お
よ
び
Ｐ
Ａ
と

い
う
紫
外
線
防
御
の
指
標
と
な
る

値
が
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｐ

Ｆ
は
Ｕ
Ｖ
Ｂ
（
紫
外
線
Ｂ
波
）、Ｐ

Ａ
は
Ｕ
Ｖ
Ａ（
紫
外
線
Ａ
波
）の
防

御
レ
ベ
ル
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ

の
う
ち
、
Ｕ
Ｖ
Ａ
は
直
接
日
焼
け

の
原
因
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
し

わ
を
つ
く
る
な
ど
の
老
化
に
関
係

あ
っ
た
。
こ
の
時
島
を
守
備
し
て

い
た
山
崎
保
代
部
隊
長
は
、
昭
和

六
年
頃
、三
年
間
沼
田
中
学
校（
現

沼
田
高
校
）
に
配
属
さ
れ
て
い
た

将
校
で
あ
っ
た
。

　

戦
争
の
激
化
に
伴
い
昭
和
十
九

年
三
月
、
政
府
は
「
学
徒
戦
時
動

員
実
施
要
項
」
を
決
定
し
、
中
等

学
校
生
徒
以
上
大
学
に
至
る
ま
で

の
全
員
を
軍
需
工
場
へ
配
置
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

沼
田
中
学
校
で
も
私
た
ち
三
年

生
以
上
五
年
生
ま
で
二
九
八
人

が
、
七
月
十
一
日
、
国
内
で
有
数

の
海
軍
の
航
空
機
の
制
作
工
場
で

あ
っ
た
中
島
飛
行
機
小
泉
製
作
所

（
邑
楽
郡
大
泉
町
）
に
動
員
さ
れ

た
。
私
た
ち
が
配
属
さ
れ
た
の
は

「
銀
河
」と
い
う
飛
行
機
の
組
み
立

て
工
場
で
あ
っ
た
。

　

工
場
で
は
朝
は
七
時
半
よ
り
午

後
五
時
ま
で
、
次
の
週
は
夜
勤
作

業
で
午
後
七
時
半
よ
り
翌
朝
の
五

時
ま
で
働
い
て
い
た
。
現
在
で
は

全
く
想
像
出
来
な
い
過
酷
な
勤
務

体
制
で
あ
っ
た
。（
続
）

す
る
た
め
合

わ
せ
て
注
意

す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

日
焼
け
を

必
ず
し
も
生

じ
な
い
日
常

生
活
に
お
い

て
は
Ｓ
Ｐ
Ｆ

２
０
、
Ｐ
Ａ

＋
＋
以
上
の

製
品
が
適
し

て
お
り
、
毎

日
使
用
す
る

の
に
刺
激
の

少
な
い
肌
に

あ
っ
た
製
品

を
選
ぶ
と
よ

Ｘ線
紫外線（UV）

ＵＶＣ ＵＶＢ
10

ＵＶＡ
280

290
320 380 780nm

可視光線

オゾン層

角質層

表皮

真皮

皮下組織

メラニン黒化

皮膚が　
赤くなる 組織の変性

シワ・タルミ

メラニン色素増加メラノサイト

青
田
よ
り
白
鷺
翔
ち
て
病
院
は
今
三
階
の
鉄
骨
を
組
む

　ア
カ
シ
ア
の
甘
き
香
り
が
車
窓
よ
り
入
り
て
峠
の
藤
房
揺

る
る

実
家
よ
り
梅

ぎ
の
日
の
知
ら
せ
来
て
姉
妹
と
逢
ふ
を
楽

し
み
に
待
つ

早
苗
田
は
明
る
く
涯
な
し
「
と
き
号
」
の
疾
走
楽
し
む
越

後
平
野
を

待
望
の
恵
雨
潤
う
山
里
は
若
葉
に
露
の
き
ら
め
き
揺
れ
る

　蚕
や
め
二
十
数
年
た
ち
た
れ
ど
富
岡
製
糸
の
世
界
遺
産
は

う
れ
し

き
ら
き
ら
と
茅
の
葉
先
に
朝
霧
の
光
ま
ば
ゆ
し
畔
道
を
行
く

　曾
孫
と
散
歩
の
野
道
夕
の
風
抜
き
て
鳴
ら
す
や
ぺ
ん
ぺ
ん

草
を

雨
と
な
る
週
間
予
報
に
早
起
き
し
三
日
続
く
る
草
抜
き
を

終
ふ

徘
徊
の
姑
を
憂
ひ
し
夜
も
あ
り
き
忌
の
日
香
焚
く
吾
も
八
十

　裏
山
の
傾
り
に
わ
ら
び
摘
み
を
れ
ば
ひ
そ
か
に
雉
子
が
横

切
り
て
行
く

帰
省
の
子
こ
ま
め
に
お
茶
を
入
れ
く
る
る
無
口
な
る
子
の

や
さ
し
き
心

亡
き
夫
の
臥
し
つ
つ
見
て
居
し
庭
石
が
ひ
さ
か
た
の
雨
に

青
く
ひ
か
れ
り

沼
田
市
沼
須
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木　
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子

　
沼
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市
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満
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清
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沼
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恵

　
沼
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市
久
屋
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田　

み
の
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沼
田
市
堀
廻
町	

今　

井　

栄　

一

　
沼
田
市
白
沢
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大　

迫　

あ
い
子

　
沼
田
市
白
沢
町
尾
合	

飯　

田　

清　

子

　
川
場
村
門
前	

星　

野　

敏　

子

　
川
場
村
立
岩	

小　

林　
　
　

好

　
川
場
村
谷
地	

滝　

田　

茂　

子

　
川
場
村
生
品	

小　

島　

帛　

枝

　
み
な
か
み
町
湯
原	

須　

藤　

と
も
子



第31回 赤ちゃん同窓会
5月31日（土）、多職場の協力で43組の親子が
参加。子育てに関する相談や再会を喜び楽し
く交流ができました。

沼田東

　

沼田西

沼田南

沼田北

利　南

池　田

薄　根

川　田

白　沢

利根北

利根南

片　品

川　場

月夜野東

月夜野西

水　上

新　治

昭和東

高　山

職域・他

総計

上原町 7-3

西原新町 7-2

西原新町11-1

材木町 1

材木町２

材木町11-3

東原新町９

東原新町５

薄根町10-1

薄根町 6-1

榛名町 8-2

榛名町 8-1

鍛冶町 10

鍛冶町 5

いこい句会

上久屋馬場

戸鹿野町１、２

岡谷西 1

恩田合同

井土上町合同 1

井土上町合同 2

井土上町合同 3

ひだまりの家

下川田町 宮塚１

下川田町 宮塚２

尾合 上

高戸谷合同

元気に歩こう会

タナテクテクヤング

多那・二本松合同

菅沼 １

菅沼 ２

中野合同

後閑 上入

後閑 下入

政所合同

真庭合同

真庭合同

下牧 原の中

下牧 原－２

虹の会

虹の会

月夜野 橋下合同

月夜野 橋上合同

月夜野 町組 12-1

月夜野 町組 2-2

藤原 明川合同

藤原 明川合同

猿ヶ京合同

猿ヶ京合同

須川 十二河原

遊布

遊布

糸井 中宿

中山 本宿合同

福寿草

福寿草

福寿草

福寿草

59

5

5

4

3

3

4

7

6

7

4

4

3

4

3

5

5

5

6

9

4

4

4

3

3

3

7

4

4

8

3

5

5

9

3

4

5

4

4

4

3

8

7

4

4

5

4

5

4

13

12

5

4

6

3

21

6

6

7

8

317

沼田市白沢町

佐藤芙
ふわり

羽莉ちゃん（3歳10ヶ月）
我が家のアイドルです☆

利 根 の 保 健 （４）第538号2014年７月１日（毎月1回1日発行）

み
な
か
み
町
後
閑

　
　

心こ
こ
ろ優

ち
ゃ
ん
（
９
ヶ
月
）

片
野　

湊み
な
とく

ん
（
５
歳
）

な
か
よ
し
兄
妹
！

80 歳で 20 本以上の歯を残す「8020 運動」。　生涯を通じて自分の歯で食べる楽しみを味わいましょう。

５月班会開催一覧
支部名 人数班　　名 班会内容班長 ・代表名

生方　輝房

清水　一郎

得能　淑子

小野　のぶ

大谷　好子

小林永久子

染谷はるい

高橋　道子

松永サチ子

佐藤　郁子

金子　くら

宮内はつえ

馬場半次郎

下　　ろく

永井　達郎

織田澤澄世

星野　早苗

牧野みよし

穂苅　勝代

久枝　　允

知久ちょう

中村　ちよ

岡野　行男

深津　文子

高橋　銀子

角田　梅子

加藤　眞喜

加藤　眞喜

三代　芳恵

山嵜　徳子

戸丸　長太

星野　　司

宮田りえ子

佐藤　　興

渋谷　典子

尾崎　雅子

真庭　利治

中村　秀夫

山田八重子

高橋　ミネ

都丸　富子

都丸　富子

岡田　完二

石田千恵子

長濱　水郎

丸山　　功

大坪　義一

立岡　正信

高橋よね子

都丸　君子

富沢カヅエ

太田ヒサ子

太田ヒサ子

須藤　澄子

山口　久夫

岡嶋　禎子

岡嶋　禎子

岡嶋　禎子

岡嶋　禎子

食中毒予防について

切り絵

温泉班会

食中毒について

食中毒について

大腸がんのはなし

筋トレ・体操

筋トレ・体操

唄って笑って 120 分

新病院モデルルーム見学

体組成チェック・検査値のみかた

体組成チェック・検査値のみかた

婦人科の疾患について

婦人科の疾患について

俳句会

虫歯・歯周病について

指圧

脳卒中とは・大腸がんチェック

大腸がん・骨密度チェック

脳いきいき班会

脳いきいき班会

脳いきいき班会

カラオケ大会

内臓脂肪について

内臓脂肪について

動いて燃やそう内臓脂肪

睡眠時無呼吸症候群について

元気に 1 万歩をめざして

糖尿病について

新病院モデルルーム見学

骨密度チェック

骨密度チェック

新病院モデルルーム見学

肝臓のはなし・体操

肝臓のはなし・体操

脳いきいき班会

脳いきいき班会

脳いきいき班会

新病院モデルルーム見学

新病院モデルルーム見学

絵手紙教室

絵手紙教室

血管年齢チェック・体操

血管年齢チェック・体操

骨粗鬆症について

骨粗鬆症について

介護予防のはなし

介護予防のはなし

三国街道を知ろう

三国街道を知ろう

骨密度チェック

手芸製作

手芸製作

指圧・セラバンド体操

健康教室

ロコモ体操・ラジオ体操

ロコモ体操・ラジオ体操

ロコモ体操・ラジオ体操

ロコモ体操・ラジオ体操

班会あれこれ
おらがまちのおらがまちの

ぎ
ょ
う
ざ
作
り

皮
か
ら
手
作
り
の
お
い
し
い

焼
き
ぎ
ょ
う
ざ
が
で
き
ま
し
た

福寿草班

片品　菅沼班
沼田北　桜町合同

昭和東　糸井　中宿・常木 新治　猿ヶ京合同班

水上　阿能川いただきます班

ＡＥＤ講習

グラウンドゴルフ／骨密度チェック
大腸がん・足指力チェック

お口の健康について／あいうべ体操
熱中症について／ころばん・きよしのずんどこ体操

人形を使って心肺蘇生のやり方を学びました

試合に向けて、練習に打ち込みました
足指機能向上にストレッチやケア方法を学びました

歯周病の予防に、体操で舌の筋肉を鍛えました

熱中症の予防と対策を学び、体操を楽しみました

掲載希望の方は ①お子様氏
名 ②年齢 ③住所 ④コメント
（13文字以内）⑤連絡先 を
ご記入の上ご投稿下さい。

編集事務局
E-mail:sukusuku-tone
@tonehoken.or.jp

■材料（4 人分）■

① トマトは皮を湯むきし、種を除いて、１
㎝角に切る。めんつゆにトマト、同量の
水を加え、冷蔵庫で冷やす。

② 耐熱ボウルに卵とＡを入れ、電子レンジ
で２分加熱する。箸で混ぜ、さらに１分
加熱し、混ぜる。

③ そうめんは茹でて洗い、氷水にとる。器
に盛り、①をかけ、卵・きゅうりの細切り
をのせて完成。

■作り方■ （栄養課　萩原 良和）

◦そうめん…４人分　◦トマト…２個
◦きゅうり…１本　◦卵…２個
Ａ（みりん…大さじ２　塩…少々）
◦めんつゆ（２倍濃縮）…適量

日時  7月19日（土） 午後2：00～3：30
会場  生協本部２階 にぎわい
内容  「鏡視下(内視鏡)手術」について
講師  外科部長　郡　隆之 先生

医療講演会のご案内

　小さな穴からテレ
ビカメラ等の器械を
入れ、お腹や胸の中で
手術を行う鏡視下手
術が広まっています。
今回は、当院で行って
いる主な鏡視下手術
をご紹介いたします。

トマトだしそうめん

開催日時：8 月 9 日（土）

時　　間：午後2：00～3：30

参　加　費：500 円

申し込み先：☎ 25-3399

利根の保健6月号掲載日程より変更になりました。

生協みなかみ歯科
学童歯の保健教室


